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13～ 23点が 35人（3.0%）であった．9点以上でみてみると，70歳代 25人（22.7%），40歳代 19人（17.3%），
30 歳代 17人（15.5%）であった .13 点以上は 30歳代及び 70歳代で 9人（25.7%）であった．K6合計得点
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埼玉医科大学保健医療学部看護学科地域看護領域
Ⅰ．はじめに
平成 14 年（2002 年）に制定された健康増進法に
よって，市町村では健康増進計画の策定が義務付けられ
た．A市では平成 15 年（2003 年）から健康増進計画
を策定しており，5年ごとに見直しを行っている．A市
は都心から約 40km 圏内に位置し，市の西部には標高
200 ～ 300 ｍの低山や丘陵がある地域である．人口は
約 56,000 人，高齢化率は約 30％（平成 30年 1月現在）
である．地域の実態に合わせた健康増進計画を策定する





















また，我が国の自殺者数は平成 10 年（1998 年）に
初めて 3万人を超え，その後 3万人前後を推移し，平
成 28年（2016 年）でも 2万人以上（厚生労働統計協会 ,…
2018）である .…平成 18 年（2006 年）に自殺対策基本

















平成 28 年（2016 年）8 月 31 日現在で，日高市住
民基本台帳に登録されている住民の中から，人口構成
割合に沿って 20 歳代から 10 歳ごとの年齢階級別かつ
性別に 3000 人を無作為に抽出した．抽出数は，郵送
法の回収率は 20 ～ 30% 程度に留まることがある（大
谷 ,…2010）こと，前回調査の回収率が 45.9%（千田ら ,…
2014）であったこと，及び A市の郵送可能数等を鑑み









K6 は Kessler らによって開発された気分・不安障害
のスクリーニング尺度（古川 ,…2002:…川上 ,…2005）であ
る．6項目の質問で構成され，｢ 全くない ｣ を 0 点，｢
少しだけ ｣を 1点，｢ ときどき ｣を 2点，｢ たいてい ｣
を3点，｢いつも｣を4点の5件法で合計点を算出する（得
















ついては ｢よくする ｣｢ たまにする ｣ をする群，｢ あま































3000 件の内，回収されたのは 1248 件（回収率
41.6%）であった．このうち，K6 の合計得点が算出で
きたものは 1167 件（有効回答率 93.5%）であった．
性別では，男性は 541 人（46.4%），女性は 622 人
（53.3%）であった．年齢階級では，20歳代 62人（5.3%），
30 歳代 115 人（9.9%），40 歳代 179 人（15.3%），50
歳 代 128 人（11.0%），60 歳 代 315 人（27.0%），70
歳代 272 人（23.3%），80歳代以上 91人（7.8%）であっ
た．平均年齢は 59.27 歳（± 16.5 歳）であった．（表１）
K6合計点は，0～ 8点が 1057 人（90.6%），9～ 12
点が 75人（6.4%），13～ 23点が 35人（3.0%）であった．
10 点以上は 86 人（7.4%）であった．9点以上でみて
みると，70歳代 25人（22.7%），40歳代 19人（17.3%），
30歳代 17人（15.5%）であった．また，性別・年代別
では男性では 30 歳代が 10 人（22.2%），女性は 70 歳
代が 15 人（23.8%）と最も多かった（表 2,…表 3,…表 4）…




















255 人（21.9%），｢たまにする ｣549 人（47.0%），｢あ
まりしない ｣254 人（21.8%），｢しない ｣101 人（8.7%）
だった．年代別では，60歳代，70 歳代で ｢よくする ｣
｢ たまにする ｣ が多かった（表 6）．近所の人と話を ｢
よくする ｣｢ たまにする ｣を ｢する群 ｣，｢あまりしない





回答）は，｢家族 ｣724 人，｢友人 ｣463 人，｢職場の人
｣256 人，｢近所の人 ｣175 人，｢サークル仲間 ｣154 人，
｢ 話題にすることはない ｣129 人だった．年代別にみる
と40歳代，50歳代では ｢職場の人 ｣が 40％以上であっ







K6 合計点は 9～ 12 点が 6.4%，13 ～ 23 点が 3.0%，
9 点以上が 9.4％，10 点以上は 7.4％であった．また，
既存の文献では，対象者の年齢等が研究目的に応じてさ
まざまであるが，例えば，北日本の地域で行った調査で
60 歳以上の対象者の 9点以上の割合は 8～ 17％（本


































































健康日本 21（第 2次）では，平成 34 年までに，20
歳以上で K6 合計点における 10 点以上を 9.4% という
目標（厚生科学審議会地域保健健康増進栄養部会他，…
2012）としている．今回の A市の結果は K6合計点 10
点以上が 7.4％であり，調査段階では健康日本 21（第
２次）の目標値を達成できていると考えるが，K6合計
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